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新しい提案手法を実証するために、 学
生達と一緒に設計した精密機械システ
ムを使って実験。CAD 設計、機械製作、
システム構築、制御設計、プログラミ
ングまで全て自分達で行って研究して
いるのが柿沼研の特徴です。

精密機械と実験

Leibniz Universität Hannover の工作機
械 研 究 所（IFW） に て、Prof. Denkena
のもとで昨年 1 年間、最新のものづく
りに関する研究を行ってきました。70
人を超える博士課程の研究者が，一人
１台の最新工作機械を使って研究して
いたのには驚きました。

ドイツ留学①

最 新 の 5 軸 加 工 機 を 改 良 し て、 至 る
ところにマイクロセンサを組み込んだ
“フィーリングマシン” の開発研究を
行ってきました。研究をサポートして
くれる技術者もたくさんいて、本当に
助かりました。

ドイツ留学②

生産工学の国際的組織である CIRP（国際生産
工学アカデミー）で、世界の若手研究者らと、
未来の生産工学に関するディスカッションを行
うのは刺激的。学生も研究成果を国際学会で発
表して、今までにな
い刺激を受けます。

国際会議と学会発表

ドイツから帰国後に研究室 OB・OG が
同窓会を開いてくれました。学生時代
と変わらず、みんなパワフル。これか
らの成長が楽しみな人ばかりです。私
も負けてはいられません！

研究室同窓会

大学見本市である「イノベーション
ジャパン」や、慶應義塾の理工学部が
主催する「テクノモール」に毎年出展
しています。実物を展示してデモをし
ながら、産業界に研究成果を発信して
います。

展示会での成果発信

IFW では、月から木曜までは朝 8 時か
ら 午 後 5 時 ま で、 金 曜 は 午 後 3 時 ま
でがワーキングタイム。金曜の研究後
は、 仲 間 た ち と バ ー ベ キ ュ ー、 パ ー
ティ、バイクツアーなどをしてリフレッ
シュ！

ドイツ留学③

国際会議中の夜は、世界の仲間とディ
ナーをとりながら、盛り上がります。
写真はフランスのビストロにて CIRP 若
手組織のボードメンバーと一緒に撮っ
た１枚。ディナーの後はバーに行って、
時にはダンスも。

国際会議の夜
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柿沼康弘の
ONとOFF

ドイツでの在外研究の紹介も交えて、
柿沼研のみんなで頑張る研究室ライフ（ON）

とみんなで楽しむアフターワーク（OFF）
を紹介します。


